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プランクトン相からみた金井池の劣悪栄養化

落 合 照 雄

Deteriorated Eutrophical Change in Lake Kanai-ike

from the Viewpoint of the Plankton Community

Teruo Ochiai

1.はじめに

金井池は長野市南東部の松代芝地区､金井

山 (490m)の北西山麓にあるバナナ状の小池

で､南北約200m､東西約60mである｡

この場所はかつての千曲川跡で､千曲川唯

一の三か月湖 (河跡湘) として残ったもので

ある｡

長い間潅概用水池として利用されていたが､

1980年生活雑廃水の流入による水質劣化のた

め利用中止となり現在に至っている｡流入水

は雨水の外は家庭排水であり､低地のため利

水はポンプアップによっていた｡

この池の調査は､1963年～64年筆者により

初めてなされ､その後1991年～93年再び筆者

が調査 したが､この間1979年赤尾らにより調

べられている｡

約30年前の1963年から1964年まで (前回と

いう)の調査 と､最近の1991年から1993年ま

で (今回という)の調査結果を比較し､その

変化について述べたいと思う｡

30年前の時はゴムボー トで調査 し､最大水

深3.7mを測定 した｡この両年 とも9月には

1.2-1.5mに減水したが､その外の月は3.2-

3.7mの深さであって､9月の減水は潅概用水

利用のためであった｡

1991年～1993年は水深を測定していないが､

2.5m位であったと思われる｡

1963年～1964年は 1月から12月まで合計23

回測定 した｡1991年～1993年は1991年 6月か

ら1992年 5月までと､1992年 6月から1993年

5月までをそれぞれ一年間として扱ったので､

前期間を前半､後期間を後半 とよぶことにす

る｡なお 2年間で24回測定した｡

今回はクロロフィルa量を測定 しなかった

ので､この調査に引きつづ く1993年 4月から

1993年12月の値でおぎなった｡

2.水質

(1)1963年 2月～1964年12月

図 1に主要な水質を示した｡

水温は､1963年29.5℃､1964年32.1℃と共

に7月に最高となり､1963年 2月2.3℃､1964

年 1月2.4℃と両年 とも1･2月に最低 となっ

た｡平均水温は1963年は16.9℃､1964年は14.8

℃で､両年間に2.1℃の差があった｡

透明度は春 と秋に値が小さく､夏 と冬は値



200 清泉女学院短期大学研究紀要(第15号)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

図 1 金井池の主要水質 (1963･1964)



落合 :プランクトン相からみた金井池の劣悪栄養化

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

201



202 清泉女学院短期大学研究紀要(第15号)

が大きく両年ともほぼ同じパターンであった｡

最大値は1963年 7月の1.10m､1964年 1月の

0.90mであり､最小値は1963年10月の0.43m､

1964年 9月の0.31mであった｡平均透明度は

1963年0.84m､1964年0.57m と両年度 間に

0.20mとかなり差があった｡

pHの高い値を示したのは1963年は 4月 ･

8月､そして11月のともに8.7であり､1964年

は6･7月の9.0であった｡低い値は1963年は

7月の7.3､1964年11･12月の7.7であった｡

平均 pHは1963年8.0､1964年は8.3で普通の

池沼に比べてかなり高い値であった｡

伝導度は水中の無機塩総含有量を測定する

ものであるが､この2年間未測定である｡し

かし塩化物量との間に高い相関があることか

ら､この時の塩化物測定値より換算して電導

度を算出した｡

それによると､1963年は4月から8月にか

けて300/JS/cmを割ったが､それ以外の月はす

べて320FLS/cm以上であった｡1964年は 1月か

ら7月は300JJS/cm前後であったが､6月のみ

1.4倍ほど増大し､8月 ･9月には1.8倍と最

大値を示した｡平均電導度は1963年は295JJS/

cm､1964年は377FES/cmと両年間の差はかなり

大きかった｡

クロロフィルa量は1963年 4月の56mg/m3

から次第に減少し､ 7月は増加し､ 8月は最

低値 4mg/m3となった｡9月にはこの年の最高

値の132mg/m3となり､その後減少して12月は

42mg/m3であった｡

1964年は5月36mg/m3から翌月は増大し､7

月には最低値の23mg/maと減少した｡8月には

最高値243mg/m3と大量となり､9月以降次第

に減少して12月には24mg/maとなった｡年内較

差は217mg/m3と前年の2倍近い値となった｡

年平均 クロロフィルa量は､1963年49mg/

m3､1964年は90mg/maと2倍近い差があった｡

両年の伝導度からみて､1964年は1963年より

も30%近 く多い栄養塩がプランクトン生産に

大きく影響したものと思う｡

(2) 1991年 6月～1993年 5月

図 2に主要な水質を示す｡

水温は前半 (1991年 6月～1992年 5月)の

最高水温は7月が27℃､後半 (1992年 6月～

1993年 5月)は9月が29℃であった｡最低水

温は前半は12月の4.5℃､後半は 1月の4.2℃

で､金井池はこの両年完全結氷していない｡

平均水温はそれぞれ14.0℃､15.7℃で両年間

に1.7℃の差があった｡

透明度は前半の最大値が10月の1.05m後半

は12月の0.86mであった｡最小値は前半 4月

の0.48m､後半 9月の0.34mと差が大きかっ

た｡平均透明度は前半0.71m､後半0.64mで

あった｡

pHは前半は 1･2月が 9前後と高 く､3月

に減少しその後 8代となり秋に向かって次第

に低下し､10月は7.3と最低となり11･12月は

やや上昇した｡最高値は2月の9.2､最低値は

11月の7.3で年内較差は1.9であった｡これに

対 し後半は 1月の7.5から上昇 して 3月には

9.2となり､下降し､7月やや上昇し､8月は

7.4と低下し､9月以降上昇し､以後次第に低

下 した｡この年間較差は1.8と大変大きかっ

た｡平均 pHは前半8.1､後半は8.3で差はあ

まりなかった｡

電導度は前半は6月から増減しながら9月

には293/JS/cmと最低値 となり､その後12月に

向かって増加した｡1月から5月の最高値426

〟S/cmまで増加した｡

後半は6月の最低値425〟S/cmから増加 し､

9月の最高値484/JS/cmとなり､11月にはやや

減少し､12月から5月の間はやや増加 して460
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落合●70ランクトン相からみた金井池の劣悪栄養化

〟S/cm前後の値を示した｡

平均電導度は前半364〟S/cm､後半456/JS/cm

で､後半が90JLS/cmほど多かった.

クロロフィルa量は1993年 4月の14mg/m3

から上昇 し8月まで50-70mg/m3間を変動 し

ながら推移するが､11月最高値127mg/m3とな

り12月には最低値 9mg/m3と急激に減少した0

年内較差117.3mg/maと大変動 し､平均 クロロ

フィルa量は57mg/m3であった｡

3.プランクトン相

(1) 1963年 3月～1964年12月

およそ 1年間のうち8回のサンプルの結果

は表 1に示す｡

動物プランクトンでは､榛脚類 2種､枝角

類 2種､輪虫類12種､原虫類 5種､計21種で

あった｡このうち年間を通 じて比較的出現頻

度が高 く個体数の多かったのはBrachionus

angulan.sv.bidensPlate,Keylatellaquad71ata

(0.F.Miiller),B.urceolaris0.F.Miillerであ

り､一時夏を中心に出現 したのは原虫類の

Peridinium sp.,Trachelomonashispidav.

crenulatocollisMashであったO

植物プランクトンでは､珪藻類 7種､緑藻

類16種､藍藻類 4種合計27種であった｡この

うち出現頻度が高 く個体数が多かったのは珪

藻類の Melosi71aitalica(Ehr.)Ktitzingであ

り､個体数が必ずしも多くはないが年間通 し

て 出 現 した の は Fragilaria crotonensis

Kittonと CyclotellameneghinianaKtitzing

であった｡Pediastrum 5種､Scenedesmus5

種が出現した｡全体 として個体数の多かった

のは輪虫類 と珪藻類､次いで緑藻類であった｡

(2) 1991年 6月～1993年 5月

出現種のうち動物プランクトンは表 2に､
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表 1 金井池のプランクトン (1963･1964)

調査年.月 1963 1964

種類 3 6 8ll122

Cyclopsvicinus (⊃ (⊃ ○○ ○○ ○○
C. sp一
Nauplius ○

Cope)odid (⊃ (⊃ ○

Daphniasp. (⊃ ○Chydorus留)haenlcus

Brachionuscalyctj7oyus ○㊨ ○○ (⊃ ○ ○ (⊃

anu71aeformis

E calyctj70niSamPhice710S ㊨ ○○

E angulanlsbidens ○○

E urceolan'S (⊃

B. fodicula

Keratellacochlean'S ○

irregulan' (⊃

K. Valgamonstrosa ○K quadrata

K. sp. ○ (⊃ ○○

PolyarthナlaVulgaris ○

Asplanchnasp. (⊃Filinialongtseta (⊃

Peridinium sp, ○㊨ (⊃

Ceratlum hZnLndmella ○ ○Euglenasp. (⊃

Trachelomonashi申ina @ ○

crenulatocolli (⊃T. sp.

Melosiraitalica (⊃㊨ @ @ ㊨ (⊃

M. distans ○○ (⊃(⊃
Cyclotellameneghiniana (⊃ (⊃(⊃○

F和gilariacrotonensis ○ ○(⊃ (⊃○ (⊃
Asterionellagracilli〝昭 (⊃○ ○

Synedraulna (⊃(⊃ (⊃

S. sp. (⊃ ○

Pediashmm simplex ○ ○○ 〇〇〇

P. simplexv.
P, duplex
P_ duplexV. (⊃

P. bo7yanum ㊨ScenedesmusjTalcata (⊃

S. quadn'cauda ○○ ○
S. oPoliensis (⊃

S. dimoゆhus

S. sp. ⊂)(⊃GolenkiniaradiataP

Mic71aCtinium pusillum (⊃(⊃
ActinastnLm hantzshii ○

Chodatellaciliata ○

SelenastnLm WeStii

S. sp. ○

Chroococcusd痩)e71SuS ○ ○C. di申ersusminor

Aphanocapsasp. (⊃ ○

@ 優 占種 ㊥ 亜優 占種
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表 2 金井池の動物プランク トン (1991-1993)

調査年.月19リ1 1992 1993種類 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5

Eodiaptumusjaponicus 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇Cyclopsvicinus 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇

Copepodid 〇 〇 〇 〇 〇 〇㊥ 〇 〇 〇 ○ ○

Nauplius 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Brachionuscalyctj7orus 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

B. quadridentatus 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇B. angularis 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

B. diversicornis 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇B. urceolaris ○ 〇 〇 〇 〇 〇

B fo7ficula (⊃

A申lanchnasieboldi 〇 〇 〇 o o@ ○

FiliniatelminalisF cornuta ○ ○ 〇〇 〇

Polyarthrauulgaris 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○○

D'urelladtlxon-nuttalli ○ ○ (⊃

D. S&lata 〇〇 〇 ○

Trichocercainstgnus (⊃

Anu71aeOPsisfissa ○

Synchaetaoblonga ○ ○ ○ ○

Lecanecuricornis (⊃ (⊃ ○Philodinaacuticomis (⊃

Hab710tYlOChabidens ○

Rotariarotaton'a ○ ○

Euglenaacus 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇

E_ Proximo (⊃ ○ ○

E. owurlSE sp 〇 〇 〇

C7つ少tomonassp. ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Synurasp. 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○

Phacustriqueter (⊃ ⊂) ○ ○Glenodinium sp (⊃

Gymnodinium aeniginosam ○ ○ 〇 〇 〇 〇㊥ 〇〇 〇

Arcellavulgan'S 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇

Tintinidiumj7uiatile卿 7ugiasp. ○ ㊥ ○

Cyclindum sp. (⊃

AstasialongaTrachelomonasspp.S&lonychiasp. ○ ○

AnthoPhysauegetans ○ ○Tracheliusovum (⊃

Lionotussp. ○

Paradil(少tusconicusActnoph町SSp. ○ ○ ○
m'nidium ballianii 〇 〇 〇

D. nastumBuysan'atnLnCatella ○

St710mbilidium sp. ○ ○

VTorticellasp. ○ ⊂)

Stentorsp. (⊃ (⊃

㊥ 優 占種 @ 亜優占種
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植物プランクトンは表 3に示した｡動物プラ

ンクトンでは､慎脚類 2種､輪虫類19種､原

虫類27種､計48種出現 した｡周年見られたの

は BrachionuscalyclforusPalla､B.angukzris

Gosseであったが前程は冬の一時期､後程は

夏を中心に姿を見せない月があった｡また慎

脚類 EodiaptomusjaPonicus(Burckhardt)

は冬期を除いて､CyclopsvicinusUljaninは

夏期を除いて出現していた｡このほかの主な

種 類 は Asplanchna sieboldi (Leydig),

Gymnodinium aeruginosa Stein､Tra-

chelomonassp.そして慎脚頬の亜成体 Cope-

podid､幼体 Naupliusと原虫類の休眠体 (シ

ス ト)であったが､Naupliusを除いては一時

多量となるだけで年間連続出現 していない｡

植物プランクトンでは珪藻類 4種､緑藻類

58種､藍藻類 7種､計69種 と多くの種類が出

現 した｡年 間連 続 して 出現 した種 類 は

Cyclotellasp.､Scenedesmusquadricauda(T.)

Brebisson,S.acuminatus(L.)Chodat､

Schy10edm'asetl'ge71a(S.)Lemmermann､そ

して Pediastrum duplexMeyerであった｡

Cyclotellasp.は周年出現するだけでなくた

びたび優 占種 となった｡また Synedrasp.

Schroeden'asetliera(S.)Lemmermannも時

に優 占種であった｡同じ属で多くの種類がみ

られたものは､Scenedesmus9種､Tetylaedy10n

6種､Chodatella6種､PediastnLm 4種で､

これらはすべて小型種であった｡

総 じて動物性種では､模脚類は年間出現傾

向があり､輪虫類の Brachionusも大変多量

に出現した｡個体数が常に多いわけではない

が原虫種が多く認められた｡

植物性種では種莱頁は多くはないが､珪藻類

が大きな勢力を占め､次いで小型種の緑藻類

が多かった｡
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4.考察

どのような湖沼でも長い年月の間には必ず

変遷がある｡金井池では1962年～1963年 と､

1991年～1993年のおよそ30年の間にどのよう

な変化があったのであろうか｡

(1)水温

水温はその時の気温 ･降水など気象条件の

影響をうける｡

水温を最高値 ･最低値からみると､前回は

夏高 く冬低かった｡それに比べて今回は夏や

や低 く､冬は少 し高 くなっている｡それぞれ

2年間の総平均水温は､前回15.9℃､今回14.9

℃で､今回は 1℃低かった｡

pHは池水 自体の値 と､生息する主に植物

プランクトンの光合成能によってきまる｡ 日

本の湖沼では一般的に春 ･秋は植物プランク

トンのアクテビテ-が高 く､冬と夏はやや低

下するといわれている｡金井池では1963年は

4･8･11月に高いpH値が記録されている

し､1964年は夏のpH値が高いなど一般的パ

ターンは示さなかった｡今回は前半の 2月に

高いのみで他の月は低 く､後半は春 ･秋が高

いパターンであった｡

年平均 pH値では前回8.0､8.3であったの

に対 し､今回は8.1､8.3と顕著な変化はなか

った｡

透明度は濁った流入水のほかは発生 してい

るプランクトン量に左右されている｡春 ･秋

は小さく､夏 ･冬は大きいのが一般的である｡

前回 ･今回とも値に差はあるものの一般的タ

イプであった｡平均透明度でみると､前回1.4

m､1.3mであり､今回0.71m､0.64mと30年

間でおよそ半分の値 となっている｡

電導度は前回は1963年に比べて1964年は値
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表 3 金井池の植物プランクトン (1991-1993)

､＼1-＼ 調査年 .月 lpgl 1992 川91
種 類 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5

Melosirasp. ○ ○ ○ ○ ○㊥ ㊥ ㊥ ○Cyclotellasp. 〇 〇 〇 ㊥ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ㊤⑧
Synedrasp. ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ㊥ ○ ○ (〇 〇 〇 〇

Fragilan'asp. (⊃

Scenedesmusdenticulatus ○ ○ ⊂) 〇 〇 〇 〇

S. elliz)soideus ○ ○

S. quadn'cauda 〇 〇 〇 〇 〇 〇

S. ecornis 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

S. acuminatus 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

S. bernardii 〇 〇 〇 ○

S. abundans (⊃ (⊃
S. acutus ○ ○ ○ ○ ○

S aγruatus (⊃

Schroedenlasetigera 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 o @ o o o o o o o o o 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇

Tetraedronminimum (⊃
T. muticum ○ ○ ○ ○

T. caudatum ○ (⊃

T. elegans 〇〇 〇 ○

T. ylegulweV.incusT. tn'gonium v.setigenum 〇 〇 〇 ○

TetylaStnim StaurOgeniaefom e 〇〇 〇 〇 〇 〇 (⊃

T hete710Canthum 〇 〇 〇 〇

Pediastrum duplex 〇 〇 〇 (⊃ 〇 〇〇 〇 ○ ○

P. duPlexV.reticulaium (⊃

P. tetrus 〇 〇〇 〇

P bo73,anum (⊃ 〇 〇 〇

Micractinium pusillum (⊃ 〇 〇 〇 〇

Dictyo申haerl'um Pulchellum 〇 〇 〇 ○ ○

D. eh71enbergianumChodatelladroeschenlC. chodatiC. trigonumC. quadnlsetaC. minor 〇 〇 〇〇 〇 〇〇 〇 〇〇 〇

C. wratislau)tens.isTreubariacylaSSゆina 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇

T. globosaCentritylaCtuSbelonophorus ○ ○

(砂hiocytinum caz,itatum ○ ○
Actinastnim hantzschii ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

CT7iCigeniatetylaPedia 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○

C. quad71ata ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○

C. rectangulan'S ○ (⊃ 〇〇 〇

AnkistylOdesmusfalcatus ○ ○ ○ ○

A. jTalcatusv.mirabilis (⊃ 〇 〇 〇

A. g71aCilis ○

Franceiatuberculata 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 (⊃ ○

CoelastnLm 頚)haen-cum ○ ○

C. microponim (⊃

6hadrtgulachodatiiQ. recustnls 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ob'cystisapiculataShaerocystisschylOeten' ○
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調査年.月 1991 1叫一二 1993種類 6 7 8 9101112123456 7 8 910111212345

Closten'opsislongissi〝∽ ○ (⊃ (⊃

Closten'um acutum ○ ○

C gracile ○ 〇 〇 〇

C. turgidum v.boygei ⊂)

Cosman'um sp. ○ ○SpiroByraSp. ○ ○

Oedogniumsp. ○

Muogeotiasp. ○

Oscillaton'alimosa (⊃ (⊃ 〇 〇 〇〇

0_ sp. 〇 〇 〇〇 ○ ○

Phomddium sp, ○

Meyismoz)edia♪unctata 〇 〇 〇 〇

Anabaenasp.ChylOOCOCCuStuY:gidusElakatothn'xgelatinosa 〇 〇〇

⑧ 優占種

が高 く年間変動幅が大きかったのに対し､今

回の変動はそれ程ではなかった｡

年平均電導度を比較すると､前回は295ノJS/

cm､456/JS/cmであり､今回は364〟S/cm､456〟S

/cmで両年の総平均値でみると30年間に9%

程値が上昇している｡

クロロフィルa量は植物プランクトンに含

まれている光合成色素を測定するものである｡

前回の1963年は8月に最高値を示したもの

の､比較的安定した値を示し､1964年は大変

大きく変動した｡最大値は両年 とも6-9月

に起きている｡

今回の1993年では11月に最大値を示し変動

幅は少なかった｡

年平均クロロフィルa量は､前回はそれぞ

れ49mg/m3､90mg/m3であった.今回は 1年間

だけで57mg/m3であったが､その後の1995年 4

月から11月までの測定によれば平均90mg/ma

で､この両年と前回の比較では最近は若干増

加していることがわかる｡

(2)プランク トン

前回と今回､動物プランクトンの同属の出

㊥ 亜優占種

現種類数 (変種 ･亜種 も含む)をまとめたも

のが表4である｡

これをみると槙脚類は種類間で入れかわり

があり､枝角類が消失している｡輪虫類は4

属間には変化がなかったが､ 1属 4種が消失

し､今回新たに8属 9種が出現した｡

原虫類 (原生動物)は2属は変化なかった

が､内 1属は種類がふえているし､2属は消

失していることがわかる｡今回新 しく出現し

たのは18属19種であった｡

植物プランクトンで前回と今回､同属の出

現種類数 (変種 ･亜種を含む)をまとめたも

のが表 5である｡

これをみると珪藻類では4属間では変化が

ないが 1属は消失している｡緑藻類では4属

は共通して出現しているが､内2属は種類が

かなりふえ､また2属は消失している｡今回

新たに出現したものは22属であったが､内4

属では種類が3種以上認められた｡

藍藻類は2属は共通しており､ 1属は今回

みられなかった｡新 しく出現したのは4属で

あった｡
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表 4 金井地の動物プランク トン､出現属とその
種類数の比較

調査年 1963 1991～1993属名 1964

津 Cyclops 2 1
問】頼 Eodiai)tomus 1
梶 DaPhnia 1
角美白 ChydoniS 1

輪虫類 BナlaChionus 5 6

AQlanchna 1 1(1)
Filinia 1 2

Polyarthyla 1 12KeratellaDiurella 4(1)
Tn'chocerca 1

Anuraeopsis 1
Synchaeta 1
Lecane 1
Philodina 1
Habrotrocha 1
Rotaria 1

原虫頬 Euglena 1 4

Tracheromonas 2(1) 2(1)
Pen-dinium 1(1)

CeratiumGymnodinium 1 1(1)
Cり少tomonas 1
Synu71a 1
Phacus 1
Arcella 1

D≠卵ugia 1
Cyclidium 1
Astasia 1

S&lonychia 1
TllaChelius 1
Lionotus 1

PwadilQtus 1
Actinoph7yS 1
Didinium 2
Buysan'a 1
Strombilidium 1
Voyticella 1
Stentor 1

Cysto 1しい

( )内数字は優占種として出現した種類数

表 5 金井地の植物プランク トン､出現属とその
種類数の比較

調査年1963 1991;1993属名 1964

珪 Melosira 2(1) 1Cyclotella 1 1+1)
荏 Frtqilan'a 1 2

頬 Synedlla 2 1(1)
Asten'onella 1

緑藻類 Scenedesmus 5 9

Pediastnim 5 4
Micractinium 1 1
Chodatella 1 6
Golenkinia 1
SelenastnLm 2 --...
Tetylaedron 6

CnLClgenia 3
Ankistrodesmus 3
Closten'um 3
TetylaStnLm 2
T71euban'a 2
Coelastrum 2

6hadn'gula 2
Schroederia 1(1)
Dic&OQhaerium 1
Centn'tylaCtuS 1

(砂hiocytinum 1
Actinastnim 1
Franceia 1

Ob'cystis 1
Sphaerocystis 1
Westella 1

Closteriopsis 1
Cosmanlum 1

Spi710gyTla 1
Oedogonium 1
Mougeotia 1

藍藻類 Chroococcus 2 1

Anabaena 1 12AphanocapsaOscillaton'a 1
Phomidium 1

Men'smopedia 1
Elakatothn'x 1

( )内数字は優占種 として出現した種類数
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金井池の出現プランクトン種類数をまとめ

たものが図3である｡

動物プランクトンでは前回は夏から秋にか

けてやや多いものの10種以下で､輪虫類が中

心であった｡

今回はやはり夏から秋にかけて多く､14種

以上 も出現した月もあり､冬期は減少した｡

やはり輪虫類が優勢で あったO

植物プランクトンでは前回は夏期を中心に

13種以上認められ､冬は少なかった｡

今回は1991年では11･12月､1992年は夏に､

1993年は1-3月にいずれも17種以上認めら

れたが出現月に統一性がなかった｡これらの

月はいずれも緑藻類が15種以上出現 した時で､

夏から秋､そして冬 ･春先にかけての現象で

あった｡

全プランクトン種類数については､前回は

夏期19､26種 とかなり多かったが､植物性種

が動物性種を上まわっていた｡

今回25種以上出現 したのは6-8月､10-

3月であったが､年により状況が異なってい

た｡時に動物性種が多い月もあったが､植物

性種に支配されている方が多かった｡

出現種類数の平均値は､動物プランクトン

前回8種､今回は10種､植物プランクトン前

回9種､今回は13種､仝プランクトンでは前

回は17種､今回は23種であった｡いずれも今

回の方が出現種類が多かった｡

金井池のプランクトン相はおよそ30年間に

次のように変化 した｡

1963･1964年に生息していたもので1991-

1993年には消失したものは､動物性プランク

トンでは枝角類の Daphniasp.､Chydorus

sphaericus(0.F.Muller)､輪 虫類 の Keratell

5種､原虫種の Pen'dinium sp.､Ce71atium

hinindinella0.F.Mullerであr)､植物プラン
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クトンでは Asterionellagracillima(Hant.)

Heibergと緑藻類 2種であり､出現個体数が

減少したのは Fγ8gilariacrotonensisKitton

であった｡

1991-1993年に出現 したものは､榛脚類の

Eodiaptomusjaponicus(Burckhardt)､輪虫

類 8種､原虫類は18種であり､E材Iena属は

出現種類が増えていた｡

植 物 プ ラ ン ク ト ン で は 緑 藻 類 の

Schroederia setl'ge71a (S.)Lemmermann､

Tetraed710n､Ankistrodesmus､Crucl-geniaな

ど沢山の小型種がみられたoScenedesmus種

は倍近 く増加 した｡藍藻類は以前と出現種を

異にし､個体数 も少なかった｡なお富栄養湖

の代表種 といわれる､藍藻類の Microcystis

は出現 していない｡出現プランクトン種類数

は動物種 ･植物種そして全種類数 とも以前よ

り今回の方が増加 していた｡

金井池は前回より今回の方がより富栄養化

が進み､プランクトン生息条件が次第に悪化

しつつあると推測される｡

我が国で汚れた池沼のプランクトンについ

て最初に報告されたのは松山 (1939)の大阪

府池田市にある二つ池についてである｡この

池ではDephniapulexLeydig.が存在する一

方 Micy10CystisaeruginosaKutzingが発生 し

ていた｡

水野 (1975)は極端な有機汚染された水域

に産する動物プランク トンとして慎脚類の

CyclopsvicinusUljanin､輪虫類のB71aChionus

calyclj7oniSPalla､B.angularisGosseをあ

げ､また汚染の進んだ水域の指標種 として

Eodiaptomusjaponicus(Burckhardt)をあげ

ている.藤下 (1976)はAsplanchnasieboldi

(Lleydig)が有機栄養分の多い富栄養化がか

なり進んだ水域に出現すると述べている｡こ
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植物プランクトン種類数

種類数
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10

1992

1964

1991
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1963

10
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れらの種はいずれも金井池に現在生息してい

る種であることから､この他は極端に有機汚

染された池であることがわかる｡

植物プランクトンについては Hutchinson

(1967)が種々の栄養度の異なった水域のプ

ランクトン群集についてまとめているが､そ

のなかに富栄養型緑藻類(クロロコッカス類)

プランクトンがある｡Pediastrum､Scenedes-

musの多 くの種類のほか､Actinastnim､

Ankistrodesm狐､CniClienhZ､Dic&oQhaen'um

そして Tehlaedy10nなどが小さな池に豊富に

増殖 しているとしている｡

また､線虫類プランクトンが小型で有機汚

染された池に見られるとし､Euglenaにより

真っ赤な血の池ができ､Trachelomonasの発

生もあるという｡

なお､高い生産力のある湖では富栄養型珪

藻 類 と して Asterionella､Fragilaria

c710tOnenSisKitton､Synedra､Melosiylaが温

帯地域で優占種 として出現 しているとも述べ

ている｡これらの種類について金井池では緑

藻類は完全にあてはまるが､珪藻類について

は栄養塩がかなり多量なためあてはまらない

状態である｡

水野 (1961)は近畿地区の極端に汚染され

た池のプランクトンを研究したが､この中に

奈良県郡山地区の金魚養殖池がある｡この池

は動物プランクトンは乏しく植物プランクト

ンは緑藻類を中心に種類､個体数が豊富であ

るが Micy10yStisは大変少ないようであるO金

井池では Microcystisは生息していないがそ

のほかは全 く出現種が一致することからも､

極端に有機汚染された池沼となっていること

がわかる｡
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5.まとめ

金井池は南北約200m､東西約60m､水深は

約2.5-3.7mの小池である｡

1963-1964年 (前回)と1991-1993年 (今

回)の30年隔てた金井池の水質 とプランクト

ンの変化を調べた｡

水質については､水温総平均では約 1℃の

差 しかなかった｡pH 値は総平均は前回8.25

今回8.3と殆ど差はなかった｡透明度は総平均

前回1.35m､今回0.67mで半分に減少 してい

た｡電導度は総平均前回376/JS/cm､今回410

JLS/cmで25%上昇 したOクロロフィルa量は

総平均前回は70mg/m3､今回は74mg/m3と若干

増加 していた｡

このことから池水は30年間で明らかに富栄

養化が進んでいた｡

プランクトンでは､前回出現 した種類で今

回消失 したものが､動物プランクトン8種､

植物プランクトン9種であった｡今回新たに

出現 した種類は､動物プランクトン34種､植

物プランクトン52種で､輪虫類､原虫類､緑

藻類が多かった｡出現種類数 も､前回より今

回の方が､動物プランクトンでは平均で 8種

から10種に､植物プランクトンでは平均で 9

種から13種に､仝プランクトンては平均で17

種から23種に増えていた｡

以上水質､プランクトンからみて金井池は

よ り富栄養化 が進 んだが､水 野 ･藤下 ･

Hatchinsonなどの例にみられるように極端

に進行 した有機汚染水城になってしまってい

る｡

日頃種々ご指導頂き本稿をご校閲した下さ

いました筑波大学名誉教授､前本学教授安藤
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裕先生､藻類研究所 福 島博先生に厚 くお礼

申し上げる｡
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